
令和６年度 自己評価の取り組みについて 

 

令和６年度 育精福祉センターでは、研修委員が中心となり成人寮 42 人、児童寮 23 人の

職員が福祉サービス第三者評価事業調査項目（共通基準）をもとに、自己評価に取り組み、

サービスの現状、課題の把握、改善点について明確にする取り組みを行いました。 

福祉サービスの質の向上に取り組むうえで、自ら提供している福祉サービスの質を振り返

り、今後に生かしていく必要があります。サービスの質向上の為、改善意識を高め、基本で

ある利用者本位の福祉を提供し続け、職員一同着実に歩んでいきたいと思います。 


